Comprehensive Research on Genealogy of the Nobukuni Group Swordsmith by 福田 博同
































































































  一 元應之比[1319-20 年]御帝[後醍醐天皇]ニ〔源氏大夫〕ト云公家有リ 其比帝ヨリ敕勘有就去テ禁裏ヲ出テ
人民ノ交リ殘念ノ泪甚シ 然ニ(此閒切テ不知)知リ末世ニ名ヲ留ント京〔了戒〕手ニ付鍛冶執行數十年心ヲ
ツクシ其以後京五條ノ坊門ニ住シテ初テ〔信國〕ト打 貮代目モ信國ト打 後入道シテ法名〔虎熊入道〕
ト號ス 刀脇指ニ法名アラハシタルハマレナリ 同三代目者中比〔定國〕ト打 後ニ者又信國ト打 俗名
〔源左エ門〕ト號ス 建武ノ比[1334-35 年]男子二人有 其比豐前國宇佐郡ノ守護人〔安智夢吉門〕ト號ス 其
比如何成故ニカ王番ノ爲三年ノ在京有 其比信國源左エ門方ヘ重恩有リ 就去ニ源左エ門次男十九歲ニシ
テ其名ヲ〔德千代〕ト云 安智夢公在國之節ヒクハンニ致シ豐前ニ下シ住ス  チヤク男短命ニシテ手
細（工脫カ）世上ニイクハイ無シ  就去京信國三代ニテ カンテン[寒天]ノ謂是也  扨其後〔宇佐信國〕
安智夢公寵愛ナゝメナラス刀脇差鎗長刀他家エ打出ス事堅ク禁制也 去ニ仍テ宇佐信國ノ道具世上ニ希
ナル事此故也  
一 其後在京ニ召連ラレ 官位ヲ申付ラレ其時源氏ヲ蒙ル事此故也 其以後安智夢公御名乘ノ一字拜領シ 
〔源信國吉家〕ト打 宇佐信國ノ元祖是ナリ サレトモ安智夢公寵愛ニ仍テ世上ニ打出ス事マレナリ應永
ノ比 
一 貳代目〔源信國吉包〕ト打 是モ後入道シテ法名〔勝是〕ト號ス 是モ同斷世上ハイクハヒマレナリ 永
享ノ比[1429-41] 
一 三代目〔吉政〕ト打 右同斷 寬正ノ比[1460-66]  
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一 四代目〔吉勝〕ト打 右同斷 文龜ノ比[1501-03]  
一 五代目〔吉成〕得テ十文字ノ鎗打也 右同斷 享祿ノ比[1528-31]  
一 六代目〔恆吉〕後ニハ〔吉次〕ト打 右同斷 弘治ノ比[1555-58]  
一 七代目〔吉盛〕ト打 右同斷 天正ノ比[1573-93]  
一 八代目〔吉秀〕ト打 慶長ノ比[1596-1615]  
一 九代目〔吉貞〕ト打  
古エ德千代宇佐エ下候時 親源左エ門ヨリ信國成立ノ系圖ノ卷物一册(ママ) 扨又手細(工)ノ手鏡トシテ 
一尺ニ寸ノ脇指貳腰 一腰ハ所ノ氏神〔宇佐八幡〕ニ籠ル 今一腰者 家ヲ次代々ノ惣領ニ傳ヨトテ渡ス 
尤刀脇指打樣シカケハ紙面ニハ態不具 代々口伝ニテ引渡ス  
一 慶長二年[1597]極月廿一日 不慮ニ類火ニ合 家財不殘燒拂 手細ノ手鏡家ノカラカツ(ママ)〔刀ヲカツ〕
重代手次ノ脇指漸取立退 其刻重代ユツリノ證文燒失ヒ申ニ付 右ノ紙面有增ノ通 書留置也  
一 信國二人三人一所ニ刀ヲ打トテモ 末ノ子共ニハ 信國ノ國ノ字 本方ニ打ス 惣領ノ家ニバカリ 國





之所ニ ホドナク〔細川越中公〕豐前ノ國ヲ御シキ 御入國ノ刻拙者召出シ御尋ニハ 古ヘ京都ヘ信國有又
当國信國兩家ノワカリイカゝト有ルニ 仍テ右ノワカリ具ニ申上ル所ニ 越中公御意ニハ イニシエ名作
テキ侍ノ末葉國内ニ有リ調法カキリナシトテ御道具数々被 仰付打上候処御感不斜御ヤシナイノ祿ヲ被仰
付ル 通沢村〔才八〕殿ヨリ御内意有ニ仍テ手前ヨリ申上ケ候ハ難有ハ存上候得共 長政公筑前エ御越ノ





初テ賃金取乃脇指打也 慶長ノ比ヨリ                〔信國助左エ門吉貞〕 花押 




























國ヲ以氏トス則宇佐信國ノ元祖也文安三[1446]年丙寅九月二十三日死 追號義山勇雪──信國 又八郞 京都ニ
テ死 追號峯山──〔吉正〕九郞左衞門 寬正五[1464]年甲申九月一日死 追號白雪良山──〔吉種〕助右衞門 
長祿三[1459]年巳卯四月十三日死 追號鐡無心──〔吉包〕亦左衞門 追號一山 文龜之頃[1501-03]──〔吉勝〕
助左衞門 追號雪山 永正之頃[1504-20]──〔吉成〕治郞左衞門 追號雪山 天文之頃[1532-54]──〔恆吉〕〔平
左衞門〕 追號宗微 永祿之頃[1558-69]──〔吉秀〕亦左衞門 慶長之頃[1596-1614]──〔吉盛〕六郞左衞門 追
號釋淨了居士 慶長十三[1608]年八月七日死 嘉摩郡推木村海圓寺良誓上座入地邑ニ結緣ス 京信國ハ五條防
門[ママ]ニ住テ三代鍛冶タリ四代目信國故有テ豐後宇佐ニ下リ安心院吉門ニ寄託セシカ吉門ニ寵過セラル名乘
ノ一字賜リテ吉家ト号ス是宇佐信國ノ元祖也 九代〔安心院〕ニ仕フ吉門ハ天正比豐後〔大友〕ニ戰亡ヒ家絕
ス 兄〔吉秀〕ハ宇佐ニテ鄕士格タリ 弟六郞左衞門〔吉盛〕流浪イタシ 暫ク筑前國早良郡福崎町柳原ト云
所ニ居住其子此〔惣五郞〕後〔五左エ門〕ト名改 親吉盛引連同國嘉摩郡馬見村ニ住ス 夫ヨリ上座郡入地邑
ニ居住ス 是ニ依テ柳原ヲ姓名トシテ 寬永元戌辰[1628]ノ年七月十日ニ死 是入地邑鍛冶信國元祖也──〔信
國六郞左エ門妻〕美濃之國之住鍛〔六郞左エ門兼久〕娘故有リテ筑前之國ニ赴越處 〔信國平四郞吉政〕此婦
人追々手ハザ鍛事傳  当ニ人業ヲ招鍛之吽杯ヲ尋タ處〔兼久〕カ娘ニ相違ナキ曲ニ 信國平四郞同國入地村
弟エ見合タキ曲ヲ言入レ処 元來鍛之娘ニ付 六郞左エ門トハ同ク親之名ニ而有之処 婦人モ大イニ懇望之曲
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也婦々ト成 丹誠ヲ抽出 情ヲ祓 其謂爰ニ記是信國之元祖也 
〔信國吉助〕 
御先祖樣御内入之砌御城御用大祝左人数引連罷出候處 御城御用ヲ被蒙仰 御用相済 御上御心御叶  
比度粕谷郡役触頭被候付就而ハ当面役永代御除ケ可被為候事茲ニ記 
  寛永十七[1640]年申ノ二月六日       上座群入地村 惣五郎  同菱野村源兵衛 [等計 9 名] 
  三木孫左衛門殿 羽生五良左衛門殿    
右□書之通両役仕迷惑之曲ニ候取次役ニ申付御郡役ハ引□□候以上 黒義作御判 小縫殿助御判 
   〔大音六左衛門〕殿                                   (中略) 





































































延文年中[1356-60]京五条坊門ニ住ス 元来〔来国行〕伝ヲ受 後鎌倉〔貞宗〕伝受 初テ〔信国〕ト打  
〔二代信国〕 後号〔虎熊入道〕  
〔三代信国〕 号〔定国〕 後〔信国〕ト打 俗名〔源左衛門〕 右三代ハ京都ニ住ス  
〔四代信国〕 〔徳千代〕 此時賜源姓〔源信国吉家〕ト打 其後豊前国宇佐郡〔安智夢吉門〕ニ属ス  
〔信国〕  〔又八郎〕京都ニテ早世 
五代〔信国吉包〕ト打 ── 〔信国吉政〕ト打 ── 〔信国吉勝〕ト打 ── 〔信国吉成〕ト打  
〔信国恒吉〕ト打後ニ吉次 ──〔信国吉盛〕ト打 ──〔信国吉秀〕ト打   
〔信国吉貞〕ト打  
其比信国家別テ数多アリ 然共家之伝授相続之家督之家ニ信国ノ国ノ字内左リ文字ニ銘ニ打セ申候 長政 
公豊前国御拝領之節 吉貞被召抱、其後御国御拝領之時節 御知行三百石可被下之由ニテ 妻子引越料米六
拾石御拝領被為仰付 慶長五年〔ママ〕二月十一日彦山参詣ト申候テ豊前立退 御国罷越申候処ニ屋敷拝領
仕候テ住居仕候 
  信国 勘助吉次ト打 ── 信国 助左衛門吉包ト打 今〔平四郎〕 
  信国 平四郎吉政ト打 ── 信国 平四郎吉政ト打 ── 信国 平四郎重宗ト打 ── 信国 平四郎
重宗ト打 
  信国 孫四郎〔吉助〕ト打 ── 信国 作左衛門吉貞ト打 ── 信国 源市吉親ト打 
  信国 助六重包ト打 代々吉之字用来候処 光之様 御意ニテ重包ト被為仰付候 其後名乗ヲ除ケ申様ニト
被仰付信国ト打申候 
  一 十三代吉次勘助伜[ママ]平四郎、細工器用ニ御座候故、備前きたひ稽古ニ罷越別家之様ニ相成、御扶持方
頂戴仕候故、助六惣領家之様ニ申候                      信国助六 
















  四代信国 徳千代 吉家ト改名 宇佐郡安心院吉門ニ属ス  
  信国又八郎 京都ニテ早世 
  五代吉包 ── 六代吉政 ── 七代吉勝 ── 八代吉成 ── 九代吉成 恒吉 ── 十代吉盛  
十一代吉秀 ── 十二代吉貞 黒田長政ニ仕エ筑前ヘ移住    
























  目次  [中略]  十六 万町中 巳上 十七 信國藤五郎 十八 信國平助 十九 鉄砲師 [中略]  目次終   
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十七 信國藤五郎  
 信國系圖 
〔初代信國〕 〔源左エ門〕延文年中五条坊門ニ住 元〔来國行〕伝ヲ受後ニ鎌倉〔貞宗〕伝ヲ受初而信國ト打  
〔二代信國〕 〔虎熊入道〕ト号 京都ニ住  
〔三代信國〕 中比〔定國〕 後信國ト打 〔源左エ門〕 京都ニ住 
四代信國 〔徳千代〕 比時賜源姓〔源信國吉家〕ト打 其後豊前國〔安智夢吉門〕ニ属ス   
〔信國又八郎〕 京都ニ早世   
五代〔信國吉包〕ト打 ── 六代〔信國吉政〕ト打 ── 七代〔信國吉勝〕ト打 ── 八代〔信國吉成〕ト打  
 九代〔信國恒吉〕ト打後ニ吉次ト打 ── 十代〔信國吉盛〕ト打 ── 十一代〔信國吉秀〕ト打  
 十ニ代信國 
〔助左エ門吉貞〕又〔吉定〕トモ打 比頃信國家数多有リ然トモ 家之伝授相続之家督之家ニ信國ノ國ノ字内ヲ 
左文字ニ銘ヲ打申候 〔長政公〕豊前拝領之節被召抱 其後筑前拝領之節 御知行三百石可被下ノ由ニ而 
妻子引越漸 米六十石拝領被為仰付 慶長五年〔ママ〕二月十一日彦山江参詣申候而 豊前ヲ立退 御國江罷
越申候 処ニ屋鋪拝領ニ而 住居仕申候  
十三代信國 勘助〔吉次〕ト打 





 十四代〔信國助左エ門吉包〕 法名如剱  
十五代信國  
助六重包ト打 吉ノ字用来候処〔光之公〕御意ニ而重包ト被為仰付其後名乗ヲ除ク信國ト打申候様仰付之 
（中略）                                                                                     （中略） 













  器用類 
  刀 正應・西蓮・盛国・信国・下坂・則宗か遠孫等のこと皆本編に詳也。 (中略)  

















史料 10) 『銘尽』(通称『正和銘尽』)３１  書影) 
 現存する最古の刀剣鑑定の写本(国指定重要文化財)で「国会デジコレ」所収。刀剣の茎の形状、銘、
鑢目を図示・鑑定上の注記、系図を記載している。表紙には『刀剣鑑定之書 : 京都東寺子院観智院




史料 11) 『桂川地蔵記』３２書影) 
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史料 12 )  『長享銘尽』３３書影) 
長享三年(1489)を起算の銘尽。永享二年(1430)豊前国下毛郡山田多志田村永住坊筆の『金剛峯楼一切
喩伽祇経』の紙背に記され、〔安田文庫〕原本〔帝国図書館〕の臨模本（昭和 15 年(1940)1 月、麹池
三吉が書写）。「国会デジコレ」所収。刀身、茎、銘、鑢目、彫物を図示・注記、系図を示す。『銘尽』
よりは詳細に記載されている。 
コマ 19: 〔信國〕二代アリ殊ハ定國ト打後ニハ信國ト打  





コマ 15: ①銘〔来國光〕と茎図示、書入れ「目抜穴したニ打」、②銘: 信國、茎図示、書入れ「祖父 貞治のこ
ろ乃物なり」   








 コマ 25: 銘:〔信國〕の茎図、書入れ: 樋梵字釼色々□□□直刃みた連やきは□之 
      銘: 〔源左衛門尉信國〕下り龍、鍬形、上り龍、裏銘: 「應永廿一年[1414]二月日」剣巻龍 
史料 15) 『埋忠銘鑑』３６書影△) 
 慶長十年(1605)から貞応四年(1655)に〔埋忠寿斎〕が収録した約 600 の【押形】集。茎(鑢目、銘、
尻の形)、彫物、時には刃文を図示し、形状説明、来歴、金具、代金等を記している。 
コマ 85: ①銘: 永徳三年(1383)八月日了戒□作、②銘: 了戒国行作、③梵字(不動明王)に剣彫物、銘: 了戒、④銘:
了戒、⑤銘:了戒真能、⑥銘:了戒 
コマ 86: ①銘:平安城信國 裏銘:貞治二二年(四年 1365)三月日、②銘:信國 裏銘:應永二年(1395)八月日、③銘: 信
國、図形付き独鈷剣と蓮台、④銘: 信國、彫物：梵字(大日如来) 独鈷剣と蓮台、裏銘:天蓋・草の剣巻龍 
コマ 87: ①銘: 信國、彫物: 三鈷に護摩箸、蓮台、②銘: 信國、③長銘：源左衛門尉信國(國字は左字)、裏銘：
應永十五年八月日 




コマ 88: ①銘: 重國、②銘: 重國(信國子)(重國ハ中嶋来一流ト云、埋忠ハ信國ノ子ト記シアリ)、②長銘：源左
衛門尉信國(國字は左字)、裏銘: 應永二十一年(1414)二月 
史料 16)  本阿彌光甫著『空中齋祕傳書』(羽皐隠史著『鑑刀集成:諸家秘説』国会デジコレコマ 86
所収)３７書影) 
刀剣研磨鑑定家の〔本阿彌光甫〕(1601-1682)の著した刀工の鑑定集。写本を羽皐隠史が大正 2 年
(1913)に編纂発行したものの国会デジコレ版。信國の銘の見極めはコマ 94 にある。 







「入札之コタヘ書」の項：建武信國 中嶋来 末左 末青江 貞治ノ信國 
寶壽元年(私年号:1532) (中略) 信國小明の憲宗の成化の年号(1465)打しも我ハ後證に備ふ 
山城國の項：〔了戒〕来國俊子 正応五年(1292)、永仁五年(1297)、元徳元年(1329) 
〔久信〕山城國住人了ゝゝ作正和二年(1313)  
 〔信國〕信久同人 ゝゝ建武二年(1335)、延文三年(1358) 
 〔定國〕貞治 
 〔信光〕源左衛門尉至徳二年(1385) 
 〔信國〕定國同人 ゝゝ應永元年(1394)、應永廿三年(1416)  
〔信貞〕信國子 應永十二年(1405) 
 〔信國〕信光同人 源左衛門尉 ゝゝ應永十五年(1408)  
 〔信國〕信貞同人 式部丞 ゝゝ應永十六年(1409) 源式部丞ゝゝ永享三年(1431) 
 〔信國〕 ゝ長禄三年(1459) ゝ作文正三年(1468) 




史料 19) 『土屋押形』上編４１書影) 
旗本〔土屋温直〕(1782-1852)が作成した押形を中央刀剣会が刀剣分野の区分に従い編集したもの。
全 10 巻。信國はコマ 92-105,107 にある。年紀ある銘は以下の通り。 
コマ93: 銘：信國 裏銘:貞治五年八月日 | コマ99: 銘: 信國(左字) 裏銘: 應永五年二月日 | コマ100: 銘: 信
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國 裏銘: 貞享三年八月日 | コマ 101: 銘: 信國 裏銘: 應安二年   
資料 20) 本間薫山,石井昌国著『刀剣銘字大鑑:原拓土屋押形』４２書誌) 
 『土屋押形』を原拓として、詳細な解説を加え、刀工名の 50 音順配列による参考図書 10 巻物。信
国は第 7 巻 43-92 頁に 49 振ある。 
資料 21) 本間薫山校閲,石井昌国編著『日本刀銘鑑』(略称:銘鑑)４３書誌)  
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〔来太郎国行〕正元(鎌倉)   〔来国俊〕正応五～嘉暦二 〔来国光〕嘉暦～正和二 
             〔了戒〕正応五～延慶二  〔了久信〕嘉元～徳治   〔信国〕建武～貞治 京五条坊門堀川住 
                        〔長谷部国重〕建武  〔国重〕文和～貞治  〔国重〕応永 
                                   〔国信〕文和 
〔信国〕至徳二  〔信国〕康応～應永 源左衛門尉 
         〔信国〕康応～應永 祥雲 貞光 後宇佐へ  〔信国〕長禄二,成化二、吉久宇佐住   (後略) 
         〔信国〕應永～永享 信清 












































































































































































来国行 ◎           ◎                 〇                  
国俊 ◎                             〇                〇
来国俊 ◎                            〇 〇 〇     〇          
了戒 ◎                            〇 〇                 
新藤五国
光 
◎   〇 〇          〇            〇      〇   〇      
正宗 ◎     〇                  〇   〇  〇 〇       〇   〇   〇  
貞宗 ◎ 〇     〇   〇 〇 〇      〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇   〇 〇 〇      
初代信国 ◎ 〇     〇 〇 〇   〇   〇 〇 〇     〇  〇  〇 〇   〇   〇  〇    
二代信国 ◎ 〇       〇 〇          〇 〇   〇 〇   〇      〇          
室町期信
国 
◎ 〇       〇 〇   〇   〇     〇 〇 〇 〇 〇 〇    〇 〇      〇 〇   
長谷部国
重 























































 〔了戒〕─〔了久信〕了戒ガ子 ─〔信久〕  〔信国〕祖父 ─〔信国〕親  〔信国〕孫  〔信光〕  
                                     〔了一〕   〔定国〕 



















































① 1335 年:建武二年（現存せず。『雲智明集』38 書誌）、 
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② 1358 年: 短刀:銘「信國」裏銘「延文三年十二月日」(「信国考小笠原」図 10 20 書誌) 、 )
③ 1361 年: 短刀：銘「信國」裏銘「康安元年」(「信国考小笠原」図 11)、 
④ 1366 年: 短刀：銘「信國」裏銘「貞治五年十月日」(「信国考小笠原」図 12)、 
⑤ 1383 年: 太刀:銘「信國」裏銘「永徳三年八月一日」(「信国考小笠原」図 13)、 
⑥ 1387 年: 太刀:銘「信國」裏銘「至徳四年二月」(「信国考小笠原」図 14)、 
⑦ 1390 年: 太刀:銘「信國」裏銘「明徳元年八月」(「信国考小笠原」図 15)、同：脇指(「信国考小笠
原」図 16) 
⑧ 1414 年: 小太刀:銘「源左衛門尉信國」裏銘「應永廿一年二月日」（「信国考小笠原」図 17、『光徳
刀絵図集成』）書影 35)  
⑨ 1415 年: 重文脇指:銘「富士浅間大菩薩 奉富士本宮源式部丞信國」ブログ「フジレキシ」2011
年 4 月 3 日５５書影) 裏銘「一期一腰 應永廿二二年二月日」 
⑩ 1427 年: 太刀:銘「源左衛門尉信國」裏銘「應永丗二二年二月日」(本間順治、石井昌国編『刀
剣銘字大鑑』)p.316 42 書誌)  
⑪ 太刀: 銘「伊勢天照大神 主平□秀」裏銘「八幡大菩薩 信國」(『刀剣銘字大鑑』p.304 42 書誌)  
⑫ 1535 年:短刀：銘「平信國吉包作」裏銘「天文四年」(『刀剣銘字大鑑』p.1134 42 書誌)   
⑬ 1714 年: 伊勢神宮奉納刀: 銘「奉天照大神宮寄進 信國 山都宇田郡高松(高塚の誤伝か)庄者














































































































   
シート年号には列元号 | 西暦 | 干支 | 元号終年 | 改暦月日を入れ、Ctrl キー + F キーで元号
を探すと、西暦、改暦が分かる。 列求める西暦には「=VLOOKUP(セル Aのセル番号,年号,2,FALSE)+
セル Bのセル番号-1」と書いておく。上表を見よ。 列求める西暦の内容を D列にコピーペーストし
ておく。 列年に数値を入れると、列求める西暦に求める西暦が表示される。 
2) シート刀匠のセル A1 以下、1 行目に以下の列を作る。 
① A1 元号 | B1 年 | C1 =VLOOKUP(A1,年号,2,FALSE) | D1 =SUM(B1+C1-1) | E1 刀匠 ID | F1 刀匠名
等 | G1 種別 | H1 銘 | I1 裏銘 | J1 彫 | K1 鑢目 | L1 尻 | M1 法量 | N1 形状 | O1 鍛 | P1 刃文 | 
Q1銘字 | R1評価 | S1過去帳等書入れ | T1来歴 | U1活躍地 | V1解説 | W1系統 | X1銘よみ | Y1
典拠 1 | Z1 典拠 2  | AA1 典拠 3 等々 
② 2 行目以降にデータを入れる。C2,D2 以下、C 列、D 列には C1,D1 をコピーし、貼り付けておく(Ctrl+C
キー, Ctrl+V キー)。 
 例：A2:応永 | B2:1 | C2: （コピーされた=VLOOKUP(A2,年号,2,FALSE)）に応永 21 年の 21 を入れると 1394
（シート年号の列年）と表示される | D2: (コピーされた=SUM(B2+C2-1)つまり計算式 | 自動的に求める
1414 が表示される) | E2: msen001 | F2: 源左衛門尉 信国 | G2: 短刀 | H2: 應永廿一年二月日 | I2: 源左
衛門尉 信國 | J2: 俱表：櫃内に真の 利迦羅龍、裏：真の 俱上り 利迦羅龍 俱、宝珠、下り 利迦羅龍、裏： | K2: 








A B C D E F G H 
1 元号 西暦 年  求める西暦 干支 元号終年 改暦月日 ID 
149 文保 1317 1 =VLOOKUP(A149,年号,2,FALSE)+B149-1←と書く  1319 4 月 28 日 148 
150 元応 1319 2 1320 と表示される  1321 2 月 23 日 149 
151 元亨 1321 1 1321  1324 12 月 9 日 150 
◀ | ▶ 年号 刀匠 典拠記事 親典拠 
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厘、先重ね: 一分五厘、中心長さ: 四寸四分 | N2: 鎬造り、庵棟、先反り心、中切先 | O2: 小板目つむ | P2:
直刃に小乱れ交じり小沸えつき、物打ちより上は広直刃、横手下は特に広い（中略）説明：『黎明会図録』p52
より | Q2: 左字、う逆 | R2:名物松浦信国 | S2:  | T2: 名物帳追加の部を見ると「松浦信国、長さ二尺一寸
九分、是を上り竜(中略) 説明：『黎明会図録』p52 より | U2:京 | V2:近藤周平、吉川賢太郎『黎明会名刀図録』
によると、「『名物帳』に記載され、(中略)」と記載されている。(後略) | W2: 山城信国,古刀 | X2: みなもと






 A1: 記事 ID | B1: 簡略名 | C1: 記事タイトル | D1: 記事著者 | E1: 全文アドレス F1: 親書誌 ID | G1: 親
書誌タイトル | H1: 親著者 | I1: 出版事項 | J1: 巻号頁 | K1:簡解 | L1:利用場面 | M1: 親著者 ID | N1:
刀銘 ID | O1:刀名 |P1:刀匠 ID | Q1: 刀匠名 | R1: 書影ファイル名 
  セル A2 以降、2 行目は次のような値を入力する。 
 A2: 4mbmu001 | B2:名物松浦信国近藤 | C2:脇指源左衛門尉信國(名物松浦信国) | D2: 近藤周平, 吉川賢太郎 
| E2: http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8799586 | F2: 8rmkz001 | G2: 黎明会名刀図録 | H2: 近藤周平, 吉川賢
太郎 | I2: 東京 : 日本刀剣保存協会, 1960 | J2: コマ 52 | K2: | L2: 刀匠信国派 | M2: 2kdsh001 | N2: 


























































                                                          






２  文化庁編【国指定文化財データベース】http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.html 1997 年から文化庁
が公開している。「文化財保護法」に基づき、国が指定・登録・選定した文化財等の情報を、「名称」、「分類」、
「都道府県」、「指定等区分」、「所有者」、「時代」、「地図」等で検索できるサービス。 

























匠 64 工のエガタ集を昭和二年(1927)に公刊している( http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1190999 )。幕末には刀の
上に和紙をあて、石華墨で茎部分をこする。天保十一年(1840)-嘉永元年(1848)頃の『刀剣押形続扁』(国会デジ
コレ: http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2553023?tocOpened=1 コマ 3 山田「天保十一子年大小類控帳」の書影)。 





                                                                                                                                                                 
１２ 久野繁樹著「続筑前新刀の研究」(『刀剣美術』64 号, 1960 所収) 所蔵館: http://ci.nii.ac.jp/ncid/AN00372512 
１３ 大分放送編「龍王城 (りゅうおうじょう) 宇佐大宮司安心院氏の山城」(旧 Web 版『大分歴史事典』所収) 
https://web.archive.org/web/20011123210729/http://www.e-obs.com/rekisi/rekisi.htm 
１４ 貝原益軒編竹田定直校訂『筑前国続風土記 巻二十九 土産考上.』(福岡県立図書館郷土資料室デジタルコレ
クション所収): 書影: http://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/gallery/H25/PDF/fudoki29.pdf コマ 5-7。 
１５ 長野誠編「綜合福岡藩年表」(『福岡県史資料. 第 2 輯』福岡県, 1932-35 所収。国会デジコレ:コマ 100) 
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1213852/98?viewMode=  
１６ 西日本文化協会編纂『福岡藩.文化』（『福岡県史』通史編. (下)所収）所蔵館: http://ci.nii.ac.jp/ncid/BN09703220 
１７ 「細川忠興軍功記」（近藤瓶城編『史籍集覧』第 15 冊、国会デジコレ 1920302, コマ 57 所収）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920302/50?viewMode=  
１８ 「柳原信国系図」信國剣次郎写、信国国利氏蔵、本稿が初出。「信国桺原祖先之碑」については福永酔剣著「了
戒・信国考」(銀座刀剣柴田月刊誌『麗』207, 1991, p.6)に一部記載がある。 
１９  追号は普通、国替え、宗旨替えで菩提寺を変更した場合付けられる。すべてに追号がある故、筑前移住に伴
い付けたと思われる。 
２０  小笠原信夫「山城鍛冶了戒・信国考」(『東京国立博物館研究誌』409,p4-17, 1985-04 ) 書誌：
http://ci.nii.ac.jp/naid/40000022154  p.12 
２１  水原庄太郎『岩手県郷土刀匠考』(岩手県郷土刀匠考刊行会, p.14, 1974 ) 書誌：
http://iss.ndl.go.jp/books/R100000001-I036212669-00  
２２  [星川正甫原編] ; 前沢隆重他編『南部藩参考諸家系図』巻 5 国書刊行会, 1985, p.230 所蔵：
http://ci.nii.ac.jp/ncid/BN01175989   
２３ 「信国助六述信国系図」（吉田治年勤事之章.16 『吉田家伝録』所収）大宰府天満宮, 1981.9 所蔵館：筑波大









２６ 『長野日記. 巻下』 (秀村選三編『近世福岡博多史料第一集』.-- 福岡市 : 西日本文化協会発行, 1981. 所収) 
p.222-224 http://ci.nii.ac.jp/ncid/BN00338261 
２７ 「信国助六述信国系図」（吉田治年勤事之章.16 『吉田家伝録』所収）大宰府天満宮, 1981.9 所蔵館：筑波大
学附属図書館等 https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/ CiNii: http://ci.nii.ac.jp/ncid/BN01902041 
２８  守次則定氏蔵「信国系図」(福永酔剣「筑紫了戒・信国考」続(刀剣柴田月刊誌『麗』no.297, p.6, 1990 所収)  
２９ 「信国藤五郎述信国系図」（略称「藤五郎記」）( 『長政公御入国 二百年町家由緒記』略称『町家由緒記』所収) 
福岡県立図書館 昭和 38 年 12 月 24 日受入れ 51953.  
３０  鷹取周成（ちかしげ）編『筑前国続風土記附録.巻四十七』土産考 上 (国会デジコレ参加館書影) 
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http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2500149/11?viewMode 
３１ 『銘尽』(通称『正和銘尽』、国会デジコレ) http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1288371  
３２ 『桂川地蔵記』略称：「地蔵記」）(尊経閣叢刊「国会デジコレ」コマ 12,13 所収)  
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1187252    
３３ 『長享銘尽』（国会デジコレ 2539344 コマ 19）書影: http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539344: 
３４ 『往昔抄』(日本美術刀剣保存協会, 1955) 書影(国会デジコレ参加館)：
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2483063    
  永正十三年(1516)、美濃の齋藤利匡が父の原本を抄録、平直滋が同十六年(1519)書写し、元和頃(1615-1623)
転写した版の書影。本稿の書誌解説は間宮光治「往昔抄についての一考察」(『歴史と刀剣』419 号書影：国
会デジコレ、コマ 26-28(国会デジコレ参加館)：http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/7901113 を要約。 
３５ 『光徳刀絵図集成』(国会デジコレ参加館)： http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1184136〔本阿弥光悦〕の〔本
阿弥光徳〕が文禄三年(1595)、〔毛利輝元〕にも献上した「毛利本」、埋忠寿斎の「埋忠本」、文禄四年の「大
友本」、慶長五年(1600)の「転写本」を照合した名物刀絵図。詳細書誌解説はコマ 111-114 にある。  
３６ 『埋忠銘鑑』(国会デジコレ送信参加館)：http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2518243 コマ 31-38 に書誌解説
がある。 
３７  本阿彌光甫著『空中齋祕傳書』(羽皐隠史著『鑑刀集成:諸家秘説』書影: 
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/951154 






３９  佐藤幸彦「校正古刀銘鑑発禁の謎」(『日本刀研究:佐藤幸彦刀剣論文集』2007 所収)) 書誌：
http://ci.nii.ac.jp/ncid/BA82419942 
４０ 『継平押形 : 附・本阿弥光徳同光温押形集』(羽澤文庫編,1928 国会デジコレ 1190999 所収) 書影：
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1190999 享保二年(1717)。 
４１  土屋温直,中央刀剣会編著『土屋押形』上編：http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1266631 , 下編: 嘉永五年
(1852)以前収集、中央刀剣会,1926。国会デジコレ 1266631 書影。 
４２  本間薫山校閲,石井昌国編著『刀剣銘字大鑑:原拓土屋押形』：http://ci.nii.ac.jp/ncid/BN07172939 



















４４  石井昌国記「筑州信国吉政家系図」, 1983：筆者蔵 写真 3, 写真 4 信国平四郎吉政家系を主に調査結果を
記した一枚物。 
４５  『古今鍛冶備考』(小林種次「京信国の研究(一)」(『刀剣美術』)No. p.23 所収)所蔵館: 
http://ci.nii.ac.jp/ncid/AN00372512 
４６  佐藤寒山「山城鍛冶」(『日本の美術』107, 1975 所収) 所蔵: http://ci.nii.ac.jp/naid/40003010368 
４７  福永酔剣『日本刀鑑定必携』2 版, 雄山閣出版,1993,p.280 所蔵: http://ci.nii.ac.jp/ncid/BA81921442 
４８  近藤周平,吉川賢太郎共編『黎明会名刀図録』(国会デジコレ参加館 8799586) 書影: 
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8799586 





５１  小林種次「京信国の研究」(『刀剣美術』（一）～（四）) 所蔵：http://ci.nii.ac.jp/ncid/AN00372512 国学
院大、東京藝大等 
５２ 『尺素往来』(国会デジコレ『群書類聚』第 186-188,2559131 コマ 11 所収) 
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2559131 
５３  福永酔剣氏は『偽名刀の研究』p.18 に、永禄五年(1558)『三好下野入道口伝』の異本を引用し「信国 鎌倉
物を似せて打たる多し」の解釈に「似せ」作を示唆しているが、同じく、p.20 では文禄頃(1592)『新刊秘伝
抄』での「写し」作を記している。 
５４ 太田亮著『姓氏家系大辞典』(国会デジコレ 1130938 コマ 546 所収) http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1130938 
５５  ブログ「フジレキシ」書影: http://fujinoyama.blogspot.jp/2011/04/blog-post_03.html   
５６  福永酔剣『日本刀大百科事典』4 巻 雄山閣 1993, 所蔵: http://ci.nii.ac.jp/ncid/BN10133913   
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